
沿革の概要 
昭和５１年 ４月 １日 船橋市丸山町１９３番地１号に、 船橋市立丸山小学校として開校。  
      ４月 １日 校長：清水長藏、 職員３７名、 児童数８７７名、 ２３学級。  
      ４月１７日 船橋市立丸山小学校ＰＴＡ設立総会を開催。  
      ５月２２日 開校記念祝賀式を挙行し、 同日を創立記念日と定める。  
      ６月２７日 鉄棒・はんとう棒・ぶらんこ・ジャングルジム・回旋塔設置。  
      ６月３０日 校章制定。 ７月８日プール竣工 （２５メートル５コース）  
     １０月 ３日 創立記念秋季大運動会において校旗を披露する。 投的台完成。  
  ５２年 ４月 １日 校長：清水長藏、 職員３９名、 児童数９１０名、 ２４学級。  
     １２月 ３日 校歌制定。 記念式典及び発表会開催。１２月２０日 屋上に人工芝設置。 
      ３月 ８日 藤棚、 観察池、 屋外大時計設置。  
  ５３年 ４月 １日 校長：清水長藏、 職員３９名、 児童数９１１名、 ２４学級。  
      ３月１０日 体育館落成式挙行。  
  ５４年 ４月 １日 校長：並木盛一、 職員３９名、 児童数９３９名、 ２４学級。  
      ３月３１日 校舎東側通路舗装工事、 校庭東側防球ネット工事完了。  
  ５５年 ４月 １日 校長：並木盛一、 職員３９名、 児童数９５７名、 ２４学級。  
      ２月２８日 増築校舎竣工(第２理科室、 普通教室２、 図工室、 視聴覚室) 
      ３月１０日 体育館倉庫、 観察池、 危険物倉庫、 灯油庫完成。 つき山工事着工。  
  ５６年 ４月 １日 校長：並木盛一、 職員３９名、 児童数９１４名、 ２４学級。  
      ４月２０日 つき山(ワンパク山)完成。  
      ５月 １日 国語科研究 「ひとりひとりの読む力を伸ばす指導のあり方」  
  ５７年 ４月 １日 校長：飯田順之、 職員３９名、 児童数８９８名、 ２３学級。  
      ５月 １日 算数科研究 基礎・基本を身につけさせ、 自主的学習態度の育成を図る。  
  ５８年 ４月 １日 校長：飯田順之、 職員４１名、 児童数８７９名、 ２３学級。  
      ４月１９日 船橋市教育委員会より学校保健研究の指定(３年間)を受ける。  
  ５９年 ４月 １日 校長：今関弘幸、 職員３７名、 児童数８３３名、 ２１学級。  
     １０月１６日 校庭遊具移設、 鉄棒、 雲悌、 登棒、 タイヤ群。  
  ６０年 ４月 １日 校長：今関弘幸、 職員３５名、 児童数７９６名、 ２０学級。  
     １１月１５日 遊具完成(すべり台、トンネル、砂場、タイヤ広場) 
     １１月２９日 学校保健公開研究発表会を行なう。  
      ２月１５日 丸山小学校創立十周年記念式典を行なう。  
  ６１年 ４月 １日 校長：今関弘幸、 職員３６名、 児童数７５８名、 ２１学級。  
      ５月 １日 「主体的に解決していく子ども」を育てる、 社会科研究をはじめる。  
  ６２年 ４月 １日 校長：篠塚義雄、 職員３４名、 児童数７６４名、 ２０学級。  
      ３月２４日 県・市指定、 地域と共に進める生徒指導の研究をまとめる。  
  ６３年 ４月 １日 校長：安田恭子、 職員３２名、 児童数６９４名、 １９学級。  
     １２月 ８日 第一回自主公開研究を行なう。 (社会科) 
平成 元年 ４月 １日 校長：安田恭子、職員３２名、 児童数６２２名、 １８学級。  
     １１月２８日 第二回自主公開研究を行なう。 (社会科) 
   ２年 ４月 １日 校長：安田恭子、職員３２名、 児童数６０７名、 １８学級。  
     １２月 ３日 第三回自主公開研究を行なう。 (体育科) 
   ３年 ４月 １日 校長：安田篤、 職員３１名、 児童数５５８名、 １８学級。  
     １０月２９日 第四回自主公開研究を行なう。 (体育科) 
   ４年 ４月 １日 校長：安田篤、 職員３１名、 児童数５４３名、 １７学級。  
            第五回自主公開研究を行なう。 (体育科) 
   ５年 ４月 １日 校長：小林繁治、 職員３２名、 児童数５３９名、 １７学級。  
            船橋地方出張所管内小学校体力向上推進委員研修会を行なう。  
   ６年 ４月 １日 校長：小林繁治、 職員３１名、 児童数５０９名、 １６学級。  
     １１月 ９日 体育科自主公開研究を行なう。  



   ７年 ４月 １日 校長：林 克成、 職員３１名、 児童数５０８名、 １６学級。 
            船橋市教育委員会より 道徳教育の指定を受ける（～９年度）  
      ５月２０日 丸山小学校創立２０周年記念式典を行なう。  
   ８年 ４月 １日 校長：林 克成、 職員３０名、 児童数４６９名、 １５学級。  
   ９年 ４月 １日 校長：大谷津 見、 職員２９名、 児童数４５４名、 １４学級。  
     １１月１８日 市指定 道徳教育公開研究を行なう。  
  １０年 ４月 １日 校長：大谷津 見、 職員２８名、 児童数４５７名、 １４学級。  
  １１年 ４月 １日 校長:萩原正男、 職員２８名、 児童数４６５名、 １４学級。  
  １２年 ４月 １日 校長:萩原正男、 職員３０名、 児童数４９０名、 １５学級。  
  １３年 ４月 １日 校長:萩原正男、 職員３０名、 児童数４８３名、 １４学級。  
  １４年 ４月 １日 校長：細田 澄、 職員３０名、 児童数４６７名、 １４学級。  
  １５年 ４月 １日 校長：細田 澄、 職員２８名、 児童数４６２名、 １３学級。  
  １６年 ４月 １日 校長：平間一二、 職員２２名、 児童数４４７名、 １３学級。  
  １７年 ４月 １日 校長：平間一二、 職員２１名、 児童数４３４名、 １２学級。  
  １８年 ４月 １日 校長：平林秀介、 職員２２名、 児童数４１４名、 １３学級。  
  １９年 ４月 １日 校長：平林秀介、 職員２２名、 児童数４１１名、 １３学級。  
  ２０年 ４月 １日 校長：新堂芳夫、 職員２１名、 児童数３９９名、 １３学級。  
  ２１年 ４月 １日 校長：新堂芳夫、 職員２０名、 児童数４０９名、 １３学級。  
            船橋市教育委員会より情報教育の研究指定を受ける （～２３年度）  
  ２２年 ４月 １日 校長：石山博幸、 職員２２名、 児童数４０５名、 １３学級。  
  ２３年 ４月 １日 校長：石山博幸、 職員２０名、 児童数３９８名、 １３学級。  
     １０月２８日 市指定 情報教育公開研究会を行なう。  
  ２４年 ４月 １日 校長：石山博幸、 職員２２名、 児童数４１４名、 １４学級。  
     １１月 ２日 船橋市教育功労賞学校賞受賞 
  ２５年 ４月 １日 校長：松井俊明、 職員２２名、 児童数３８６名、 １３学級。 
  ２６年 ４月 １日 校長：松井俊明、 職員２３名、 児童数３７０名、 １３学級。  
            普通教室棟耐震補強工事完了 
  ２７年 ４月 １日 校長：松井俊明、 職員２２名、 児童数３５３名、 １２学級。  
            特別棟耐震補強工事 
  ２８年 ４月 １日 校長：河合冬樹、 職員２１名、 児童数３４９名、 １２学級 
  ２９年 ４月 １日 校長：河合冬樹、 職員２３名、 児童数３６３名、 １３学級 
  ３０年 ４月 １日 校長：井川富美子、職員２２名、児童数３４２名、 １３学級 
                        外壁剥落防止・屋上防水改修工事完了 
  ３１年 ４月 １日 校長：井川富美子、職員２１名、児童数３５７名、 １３学級 
            ５月１日、元号が「平成」から「令和」に改元 
令和 ２年 ４月 １日 校長：井川富美子、職員２０名、児童数３６０名、 １２学級 
   ３年 ４月 １日 校長：森 由美子、職員１８名、児童数３４３名、 １２学級 
   ４年 ４月 １日 校長：森 由美子、職員２２名、児童数３４０名、 １２学級 
            午前 5 校時日課開始 

屋上太陽光パネル設置工事 
 ５年 ４月 １日 校長：森 由美子、職員２２名、児童数３１７名、 １２学級 
 ６年 ４月 １日 校長：中道 惠美子、職員２３名、児童数３１７名、１３学級 
          特別支援学級(知的障害）開設 

 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ．学区の実態 
・ 学区は丸山２・３・４丁目からなり、同じ町内の法典東小学校とは徒歩１０分程度の近距離にある。位置は、木下街

道北方、市の飛地として周辺を鎌ケ谷市に囲まれたところにある。町全体が小高い丘となっており、もと田んぼであっ

た低地も多く、起伏の差がかなり見受けられる。  
・ 昭和 26 年頃から宅地化が進み、旧農地や山林を開発して作られた住宅地が大部分で、その中心に丸山町商店街が

ある。保護者は、多くが急ピッチで進められた宅地化による個人住宅に居住している。  
・ 道路は４ｍ程のせまい道路かそれ以下で、カーブや交差点や坂が多く、東武鉄道の踏切りも２か所ある。学校正門へ

の道路入り口は十字路になっており、見通しが悪い。  
・ 町会の結束力は強く、町会を中心とした行事を実施している。学校も町会の行事に参加する機会が多い。 
・ 共働きで時間に追われている保護者も増えたが、全体的に地域・保護者とも協力的である。 


